
４ 福井市環境基本計画の進捗状況について 

 

 １ 生活環境の保全と創造に向けて

数値目標１ 都市河川の水質(BOD) 

市が水質を監視している河川のうち、国の環境基準が定められていない河川

を対象として、BOD75％値を用いる。 

(解説)BOD 

水中の汚染物質（有機物）が、好気性の微生物によって酸化･分解される過程で必要とされる酸素量のことで、

水１リットル当たりの量（単位：mg/ℓ）で表します。数値が大きいほど水が汚れていることを示しており、主

に河川の有機物質による汚濁状況を示す指標として用いられています。 

＜魚の生息に適した BOD 値の目安＞ 

BOD5 以下:コイ･フナ  BOD3 以下:サケ科・アユ  BOD2 以下:ヤマメ、イワナ 
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数値目標２ 買物袋持参率 

目標値：50％ 

 

福井市内の小売店舗において持参 

率調査を行った結果の年間平均。 
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数値目標３ 太陽光発電施設の設備容量 

目標値：5,200kW 

 

福井市内に設置されている 

太陽光発電施設の出力(発

電能力)の合計 

 

 

 

数値目標４ 低公害車普及台数 
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自動車検査登録情報における 

燃料種別が電気、CNG の自動車とハイブリッド自

動車の台数の合計。 

※ 平成 18 年度報告までは補助台数をとっていたが、補

助事業終了に伴い上記台数に変更しました。 

 

 

 

数値目標５ 汚水処理施設の人口普及率 
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目標値：86.3％(平成 23 年度) 

 

福井市汚水処理施設整備基本構想 

に基づき整備される、公共下水道、 

集落排水(農業、漁業、林業)、合併

処理浄化槽による処理人口の全人口

に対する割合 
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数値目標６ １日１人当たりのごみ排出量 

目標値：946g 

 

燃やせるごみ、燃やせない 

ごみ、資源ごみの１日１人 

あたりの排出量。 

(集団回収の分は除く) 
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数値目標７ ごみの資源化率 

目標値：25.7％ 

 

 

ごみの総排出量のうち、 

資源ごみ及び集団回収によって資源化される 

ごみの割合。 

 

 

 ２ 自然環境の保全と回復に向けて
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数値目標８ 森林面積 

目標値：31,942ha(平成 23 年度) 

 

福井市内の民有林と国有林の合計 

 

 

 

 

 

 

数値目標９ 里川の指定数 
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人々に使われながら

自然環境が守られて

いる川を地域の里川

として指定した数。 

 

 

 

 ３ 快適環境の保全と創造に向けて
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数値目標１０ 都市計画区域の緑地面積率 

目標値：9.3％(平成 23 年度)  

 

福井市緑の基本計画に基づき、都市計画区域面

積のうち、都市公園や法制度(風致地区等)によ

って将来的に保全が担保される緑地の割合 
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数値目標１１ 市民１人当たり都市公園面積 

目標値：17.05m2(平成 23 年度) 

 

福井市緑の基本計画に基づき、都市公園の施設

として整備すべき緑地 

 

 

 

 

数値目標１２ 市道街路樹延長 

73.8
73.8

75.7

80.8
80.9

80.9

70

75

80

85

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

km
目標値：85km(平成 23 年度)  

 

市道における街路樹の整備延長 
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４ 地球環境の保全に向けて 
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数値目標１３ 市民１人当たりの 

年間 CO2 排出量 

目標値：1.25t/人･年 

 

福井市内における一般家庭での電気、都市ガス、

プロパンガス、灯油、水道の使用に伴う二酸化

炭素の１人当たりの排出量。 
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数値目標１４ 地域の環境学習実施回数 

目標値：200 回/年 

 

福井市内の公民館における教育

事業の中で、自然活動や清掃活

動など環境保全に関する学習の

実施回数。 

 

 



数値目標１５ 環境保護 NGO･NPO 数 
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福井市内に事業所を持ち、環

境保護に取り組んでいる非営

利団体。 

（法人格の有無は問わない） 

 

 

 

 

数値目標１６ 環境マネジメントシステム 
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 認証取得企業数 

目標値：200 社 

 

福井市内に事業所を持ち、 

ISO14001,エコアクション 21, 

グリーン経営に認証登録された企業数 

（※H20 年度より調査方法を考慮、精査しました） 

 

 

 - 18 -

数値目標１７ 家庭版環境 ISO 参加家族数 

目標値：10,000 家族 

 

家庭版環境 ISO「ムダ一掃（ISO）

ファミリープラン」に参加し、

環境にやさしい取組を行ってい

る家族数 

 

 

(解説)環境マネジメントシステム 

事業活動や製品などによる環境負荷、環境リスクを少なくすることを目的に、企業が自らの環境保全の取組と

結果を評価し、それを基に改善を行いながら、新たな取組を進めていくためのしくみです。 

1970 年代から欧米で実施が始まり、1996 年９月には、ISO（International Organization for Standardization:

国際標準化機構）により、ISO14001 が国際規格として発行されています。 

 

(解説)家庭版環境 ISO 「ムダ一掃（ISO）ファミリープラン」(平成 14 年度創設) 

本市が取り組んでいる ISO14001 規格の環境マネジメントシステムの考え方を取り入れ、

『PDCA サイクルによる継続的な改善』を重視した制度で、家庭での様々なシーンで発生する

環境負荷を低減するための仕組みです。 

プログラムを参考に、環境にやさしいチャレンジ項目ごとに一つずつ実践する行動を決め３

か月取組を続けた家庭はエコ家族と認定され、認定証が渡されます。 
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